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第 2 章ではレオゴニオメ トリー の原理を述べている｡ 粘弾性流体の研究が進むにつれて, ずり流動下に
おいてはずり応力だけでなく法線成分に付加的な応力が生 じる現象 (W eissenberg 効果あるいは法線応力
効果) が現われることが知られ,このような流体のずり流動を記述するためにはずり応力 0-12, 法線応力の
付 加 成 分 0 111- g 88, g 2急一g 88 をずり速度 E の関数として知ることが必要であることがわかっている｡ この
章ではこの必要を満たす実験技術レオゴニオメ トリー の基礎となる実験データーの解析法が取り扱われて
いる｡ ことに著者らが試作した平行円板型 レオゴニオメーターについての法線応力成分の決定法, 同心円
筒型装置による法線応力成分の解析法, 毛管型粘度計における法線応力の問題を取 り扱っているO
欝 3童では実験に用いられた法線応力測定のための平行円板型装置について, 解析理論の要求が実験的
に満たされるための条件, また実験を行なう際に生 じる望ましくない種々の効果 (例えば遠心力, 円板の




えている｡ 著者の実験結果および他の研究者の実験結果を整理 して o ･111 g 88 および q 22- Cr88 なる両成分間
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の関係が実験的にどうような形になるかを示 した｡ それによると法線応力の作用は主として流線方向にそ
った張力の形 ( 0 -11> q 22≒q33) になることが結論 される｡ また現在までに提出された実験結果と多くの現
象論の結論を比較 して, これ らの理論が粘弾性流体の挙動を説明し得るために満足すべき条件を提出した｡
この見地から判断すると多 くの理論のなかで W eissenberg その他による有限弾性変形の理論がもっとも
以上の条件によく適合 しまた他の実験結果をもよく説明することが理解される｡ 著者はこの理論に出てく
るパラメーターは法線応力とずり応力の測定結果から決定できることを指摘 した｡′
第 5 章では前章の現象論の内容に関する分子論的な考察を行なった｡ すなわち K irkw ood の棒状分子模




り速度の二次の項からはじまる偶数べきの交項級数の形で与えられ, また R ouse 模型についてはずり応
力はずり速度に比例 し, 法線応力はずり速度の 2 乗の形で与えられる｡ またこの模型について温度, 分子
塗, 濃度などに対する依存性を検討 した｡ また高分子溶液の粘弾性の綱目理論を紹介 し, 希薄溶液論と対
応させて考察を加えている｡





ーが急激に増大 し, 定常流における粘度低下の原因は流れに対する分子の配向性のほうから生 じているこ
とが確められた｡さらに進んで主として無定形高分子ポリスチレンー トルエン系について温度依存性,分子
量および分子量分布の影響を調べる目的で行なった一連の実験の結果を記述 しているo 温度依存性は高分
子物質の線型粘弾性挙動の温度依存性の記述に用いられるシフ トファクター 加 を用いて同様によく整理
されることを示 した｡ 濃度依存性についてはある程度以上の濃度領域では粘性係数が C 5一別にしたがうに
対 し,弾性パラメーターは C l･5- C 2 ･0 程度に比例することが知られた｡粘性の分子量依存性は M 3･4- 則に
したがうが, この法則のなりたつ下限の分子量は溶液濃度の高いものほど低い値を持つことが著者の実験
で確認された｡ 一方法線応力は M 3･4- 則にしたがう分子量, 濃度範囲の溶液について? み観測可能であっ
た｡ このことは先の濃度依存性の傾向と合わせて考えると C 5一別, M 3･4一別にしたがう溶液においては高
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